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発行・編集 

社会福祉法人 

川西市社会福祉協議会 

加茂小地区福祉委員会 

委員長   

 
 

発行・編集 

社会福祉法人 

川西市社会福祉協議会 

加茂小地区福祉委員会 

委員長 藤田 喜志夫 絆～加茂 

カ
フ
ェ
「
憩
い
」
開
店
ま
で
の
経
緯
、
平
成
24
年
度

よ
り
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、「
カ
フ
ェ
」
構
想
を
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
議
論
を
行
い
、
地
区
福
祉
計
画

（
平
成
25
～
29
年
度
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
加
茂
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域

分
権
制
度
に
於
け
る
議
論
、
又
福
祉
委
員
全
体
会
議
等

を
経
て
、
平
成
27
年
度
に
於
い
て
一
括
交
付
金
制
度
で

の
下
で
、
平
成
28
年
度
に
開
店
で
き
る
よ
う
今
日
ま
で

準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
程
平
成
28
年
5
月
18
日
開
店
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
数
の
地
域
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
を
図
り
、
末
長
く
愛
さ

れ
る
カ
フ
ェ
「
憩
い
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
加
茂
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
・
加
茂

小
地
区
福
祉
委
員
会
） 



平成 28年 6 月発行                    福祉ニュース 絆～加茂                      第 23号(2)          

 

                             

                             

 
 

 

                            

                     

発行・編集 

社会福祉法人 

川西市社会福祉協議会 

加茂小地区福祉委員会 

委員長   

総
会
祝
電 

川
西
市
長 

大
塩 

民
生 

 総
会
の
ご
盛
会
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

藤
田
委
員
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆

様
、
福
祉
委
員
の
皆
様
が
地
域
の
特
性

や
ニ
ー
ズ
に
合
せ
た
地
域
福
祉
活
動
、

認
知
症
高
齢
者
や
、
災
害
時
要
援
護
者

等
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
川
西

市
の
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。 

今
後
ま
す
ま
す
皆
様
の
ご
活
躍
に
よ

り
、
加
茂
小
地
区
の
福
祉
が
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

従
来
か
ら
の
継
続
事
業
も
順
調
に
推
進
、 

川
西
市
地
域
福
祉
計
画
「
福
祉
デ
ザ
イ
ン

ひ
ろ
ば
づ
く
り
事
業
」
の
目
玉
で
あ
る
「
ひ

ろ
ば
サ
ロ
ン
」
も
、
平
成
18
年
8
月
開
設

し
100
回
記
念
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
4
拠

点
で
開
催
延
べ
2
万
人
を
動
員
し
ま
し

た
。
10
年
弱
と
な
り
ま
す
が
、
毎
回
の
テ

ー
マ
に
苦
慮
さ
れ
た
事
な
ど
継
続
は
大
変

な
道
程
で
あ
り
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
200
回
を
目
指
し
、
地
域
住
民 

み
な
さ
ま
と
の
、
ふ
れ
あ
い
交
流
に
よ
る 

更
に
絆
を
深
め
、
自
主
的
な
福
祉
活
動
や 

見
守
り
活
動
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
推
進 

し
て
参
り
ま
す
。 

                   
平
成
28
年
度
の
重
点
目
標
は
「
福
祉
人

材
の
確
保
と
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
推

進
致
し
ま
す
。 

 

加
茂
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
住
民

み
な
さ
ま
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
践
し
な
が
ら
地
域
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

5 月 14 日午後 2:00～   加茂ふれあい会館 

福祉委員 105 名(委任状 26 名)欠席 16 名来賓 6名 

加茂小地区福祉委員会 

委員長 藤田 喜志夫 

 

平
成
28
年
度
加
茂
小
地
区
福
祉
委
員

会
総
会
は
、
多
数
ご
出
席
の
下
、
平
穏
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
役
員
は
2

年
目
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
目
標

に
向
け
て
、
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
地
域

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
25
年
度
5
ヶ
年
計
画
で

第
3
次
地
区
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

3
年
目
の
見
直
し
を
終
え
仕
上
げ
の
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
特
に
新
規
重
点
目
標

と
し
て
「
居
場
所
づ
く
り
」
の
開
設
、「
福

祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
作
成
と
全
戸
配
布
の

2
項
目
を
掲
げ
、
推
進
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
何
れ
も
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
特
に
居
場
所
「
カ
フ
ェ
憩
い
」
2
ヶ

所
開
設
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
各
自

治
会
長
様
を
初
め
、
福
祉
委
員
の
皆
様
、

そ
し
て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の

方
々
の
温
か
い
連
帯
感
に
よ
る
成
果
で

あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
と
共
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 
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平成 27 年度一般会計収支決算報告書       

１．一般会計収支報告

H27予算額 H27決算額

730,000 730,000

社協会員会費配分金 435,915 391,530

歳末たすけあい配分金 85,000 85,000

配食活動推進助成金 20,000 20,000

配食サビース事業 45,000 40,200

ひだまり基金・共同募金募集助成金 250,000 250,000

0 197,640

繰入金入金収入 145,392 145,392

50 13,134

地区予算 前期繰越金 294,655 294,655

2,006,012 2,167,551

H27予算額 H27決算額

会議費 地区会議費 60,000 48,662

事務費 印刷製本・通信費 20,000 4,074

福祉ネットワーク会議 20,000 13,624

福祉拠点の維持運営費 56,000 56,000

福祉拠点サロン相談事業 120,000 120,000

広報啓発事業 80,000 80,837

ボランティア育成 100,000 100,000

ふれあい交流事業 501,000 448,228

子育て支援事業 15,000 10,000

当事者支援事業 130,000 131,760

認知症啓発支援事業 30,000 30,000

障害者支援交流事業 30,000 30,000

見守り配食活動支援 30,000 19,635

配食サビース分配金 38,000 19,540

研修費 80,000 71,363

冊子づくり事業 351,337 276,354

居場所づくり事業 0 200,448

支出計 1,661,337 1,660,525

344,675 507,026

2,006,012 2,167,551

支　出　項　目

事業費

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

収　入　項　目

川西市一括交付金

市社協

社協拠点整備費助成金

予　備　費

合       計

雑　収　入

合　　　　計

支出の部

収入の部

H28予算額 前年度実績額

730,000 730,000

社協会員会費配分金 390,000 391,530

歳末たすけあい配分金 85,000 85,000

配食活動推進助成金 20,000 20,000

配食サビース事業 40,000 40,200

0 250,000

0 197,640

33,000 0

繰入金入金収入 0 145,392

100 13,134

地区予算 前期繰越金 507,026 294,655

1,075,126 1,437,551

1,805,126 2,167,551

H28予算額 前年度実績額

会議費 地区会議費 60,000 48,662

事務費 印刷製本・通信費 20,000 4,074

福祉ネットワーク会議 20,000 13,624

福祉拠点の維持運営費 56,000 56,000

福祉拠点サロン相談事業 120,000 120,000

広報啓発事業 85,000 80,837

ボランティア育成 10,000 100,000

ふれあい交流事業 471,000 448,228

子育て支援事業 10,000 10,000

当事者支援事業 130,000 131,760

認知症啓発支援事業 30,000 30,000

障害者支援交流事業 30,000 30,000

見守り配食活動支援 20,000 19,635

配食サビース分配金 30,000 19,540

研修費 80,000 71,363

冊子づくり事業 0 276,354

居場所づくり事業 0 200,448

1,172,000 1,660,525

633,126 507,026

1,805,126 2,167,551合      計

収　入　項　目

川西市一括交付金

市社協

社協拠点整備費助成金

雑　収　入

合　　　　計

支出の部

支　出　項　目

事業費

予　備　費

イオン助成金

小　　　計

小　　　　計

ひだまり基金・共同募金助成金

2.特別会計収支報告

      収入の部         (単位：円)

科    目 H27 決 算 額 収入合計  201,979円
繰 越 金 201,948 支出合計        0円
利    息 31 差引残高 201, 979円

合    計 201,979 　(次年度繰越金)
      支出の部　　　　　0円

平成 28 年度一般会計予算（案）       

一般会計収支額　　　　　　　　　 次年度繰越金内訳

収入合計　2,167,551円　　　　　　普通貯金 507,026円

支出　計　1,660,525円            現金　　　　　 0円

差引残高　  507,026円(次年度繰越金)
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お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
朝
か
ら
子

ど
も
と
一
緒
に
苗
植
え
を
体
験
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
加
茂
会
館
に
は
、

沢
山
の
家
族
連
れ
、
小
さ
な
お
子
様
達

が
い
て
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

多
数
参
加
の
た
め
班
編
成
、
子
ど
も
と

一
緒
に
畑
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

畑
で
は
太
田
様
よ
り
さ
つ
ま
芋
の

苗
を
2
株
渡
さ
れ
ま
し
た
。
高
砂
会

の
方
よ
り
「
畝
の
穴
を
掘
り
下
げ
て
、

茎
を
左
側
に
倒
し
て
植
え
て
下
さ
い
」

と
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達

も
「
お
い
し
い
さ
つ
ま
芋
に
な
ぁ
れ
」

と
心
込
め
て
植
え
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
達
の
植
え
た
苗
を
み
て
い

る
と
茎
が
丸
出
し
の
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
で
、
も
う
一
度
上
か
ら
土
を
か
ぶ

せ
て
お
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

作
業
が
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

芋
畑
の
周
辺
で
は
色
々
な
農
作
物

が
作
ら
れ
て
い
て
、
「
キ
ウ
イ
は
こ
ん

な
風
に
で
き
る
」
と
お
じ
さ
ん
の
話
を

聴
い
て
い
る
子
ど
も
達
の
姿
に
は
感

動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
親
子
共
に
い
い

汗
を
か
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。
又
7
、
8
月
に
も

草
取
り
作
業
が
あ
る
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。        

（
松
田 

優
子
） 

 
 

                
 

            

   

） 

恒
例
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
「
花

花
タ
ン
ポ
ポ
」
春
の
散
歩
、
今
年
は

京
都
嵐
山
へ
お
花
見
と
致
し
ま
し

た
。 参

加
者
全
員
、
電
車
の
中
も
、
ニ

コ
ニ
コ
顔
、
そ
し
て
笑
い
声
、
見
て

い
る
私
も
心
弾
み
、
思
わ
ず
笑
っ
て

い
る
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

嵐
山
に
着
い
て
桂
川
の
豊
か
な

水
の
流
れ
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
美
味

し
い
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
い
よ
い

よ
渡
月
橋
を
渡
り
嵯
峨
野
へ
向
う

途
中
も
、
道
は
、
人
、
人
で
溢
れ
て

い
る
の
に
、
ほ
こ
り
っ
ぽ
く
感
じ
な

い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
主
役
の
桜
は
、
ほ
ぼ
満

開
、
花
吹
雪
の
一
歩
手
前
と
で
も

云
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

 

咲
き
誇
る
花
の
下
を
歩
い
て
る

光
景
は
今
も
鮮
や
か
に
目
に
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
全
身

で
お
花
を
感
じ
た
の
は
何
年
ぶ
り

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

桜
で
い
た
だ
い
た
力
で
、
今
年 

も
手
話
サ
ク
ー
ル
「
花
花
タ
ン
ポ 

ポ
」
で
、
も
う
少
し
手
話
の
力
を 

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
河
原
林 

喜
美
子
） 
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